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使用 によ る癒着防止の実験 的研究
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itlu･hi(､ll(I;lt車 pt-ゞtt~,世Ⅰ･;1両t･m(,th=iトlいtiH･;lL小L:HL
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指屈筋匪損額弊透析チェ-ブ争癒給防星を▲中

t∴ は し 壁)に

対してぼ予その鯵夜ま出窓遊離腰移植をIこよる再建が必要

であるuこの際騒擾時に_縫合部を中心とし磯範囲の腔

および周囲観絶間におこる癒着9および再建時にみられ

る縫魯部を含めた移植鰹全長と周師範級との癒着乍その

結果起る指屈伸障害が問題となるキ屈筋鮭縫合部をこ充分

な抗張力をもたせ亨かつ周囲組織との癒着を防止できれ

ば,その節後成績を著しく改善することができるか

硯着三までのところ,臨床応用されている癒着防LE二法と
盲∴∴I晶-i‖州 11巨工､-､日日T･:川L'∴工､上川吊){早

期運動療法がある,具体的闘豊,指屈筋厳修復後栄二だち

をこ指関節運動を開始し,腔縫合部を機動的に移動遷せる

ことにより,癒着を防止しようとするものである.しか

しこれらの方法をこぼ,時をこ縫合部の啓断裂がみられる欠

点がある野

----方や漆工r二盈成膜で艇縫合部を+鮎むことをこよりヲ周開

綴織との癒着防星を二をねらう研究がなされてきた◆しかL予

れるように予被覆縫合部の癒合遅延や磯野だが生じ9失敗

に終わることが少なく:なか-｡た叶この幾敗殿原因として,

この人二言二合成膜に凍められる最終はや生体の艶物反応を

起こさず,被覆擬を狂迫壊死に陥らせず予か-j周踊から

の細胞浸入を遮断Lながら体液を透過することをこより号

厳U)栄養を保つことである｡か-Jや薄くて柔軟であをうな

がLb--)強靭であることを牽するやこれらの魚件を満たす転
しい-!■F.L=llL帖Ir.LT一､㌢､こ̀､笹十 ,･斗粧:･'■章r:上目

ノ開いた透析チ:1---ブがある｡

期運動療法ではなく,手術後 磯期間外固定を行-｡て癒

着を防止できるか黍かを｡透析プ-j_-デを用いて実験的
をこ確かめることである｡

実験動物とLてはやヒトをこ巌も近い動物であるサル

(成熟E3本務)を用いた,

17.実験材料と方法

楽観動物として,休養5----洩望院露の成熟田本毅領望頭を

用いたや自首肢の示車中僚環指のうち予外傷を被-｡ていな
か･.十し叫を了L_.I:､Uj目上.

をこ注Åして麻酔の導Aをおこない,ベントパルピタ--ル

謝-5岱m好//軸 を適宜静脈内をこ注Åして麻酔を維持Lたb

麻酔導入後,窯験に用いる前肢を既sm扱ぎehゴム包帝で

駆血した襖,ともでテソアルニ3-ルで消毒Lた.これを滅

菌ドレ-プでおおい無菌手術野をこLたせ窯駿賓は手術に

際しき滅菌革袋およびガウンを着用したや

宣駈∴甘∴ト,J汗rr_.-.Tl∴ tlTli日日(､こlrt高ItゝLI._,rい--

し､TlこitいTl～∴ ト工､LL<いハ･lrum＼1t止し･こttt雨H.i,LT･it､･-<InL､.

社の製品中か宗j予窯験計画に応じたサイズのものを使用
上L.

まず予賄実験をおこなったやその後や摘厨を筋鮭騒擾実

験諸賢および望予再建鷺娘として3サおよびI嶺を行なっ
･)-A

術後経略的をこ標本をとを用沈予肉眼的および組織学的

をこ検索したや

索.

作りこれを腹壁結合組織内払挿入を…/告や

つ滑膜類似組織瑚翫転をみた,その彩製織の輝きは苧衝鯉

6週で約638約5紬頂隅と薄くタか㌦∋擬症挽細胞浸潤はほ
･-■_-:/:>.:･.･/L 鼠I.

li,実集 卜深裾さ~銅7傾ぎLl-Il下rl)ド;-酵甘美験.漢

方法｡被険路に掌側姫切開を加えき指屈筋擬擬鞘堂最

A諾うから遠縁はJも増愛でを,指節骨骨陵に接して豆か
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園 漫 透析膜を腹壁皮下組織に埋没後転遇の所澄護砂

透析膜 臓伸 婁揉二様する旦-数層0日 流涙

eg漫且をむつ厚さ的 粉地乾き猶m誓鋤 妄Eを膜類似
畑::iL.,十 .<1･H…-L･､吊､いtほい日､･.

転 望mm の縫いしろを残して予翠側半濁を切除した七FmP

を亨それが浅指屈筋鮭 (最下 肝Dsう職掌側に現れるレ

/日iTiitiilli1-l､1t)くけ ∴ 廿か一㌦日日 ＼∵-L‥I ,'-.凍打 T･:-

し､:1l･lliLト Ll川1ト 鞍工 手':軒は ;L!.ト㍉汁･];ミmm､隼 と1.i

し,その辺嫁を残 Lた腰絡U)縫いしろと8-0ナイニコン/

糸にて結節縫合した く聞 諾う.落書jを閉お等し辛上腕か£>指

尖までギブ濃を装着して外固定したq

結'上 十畔上1~L-L.:I･∴妄‥㌦.:iL)lT:.il十)1日;巨十LlL',i膏川 口-

るとや透析膜の素面に援 Lて,争繭窯験でみ転身雄二滑膜

類似綿肌織が簡裁されていたがち透析膜をこより歴とが)癒着

は防止.されていた く園 芸喜-潤うHこげ)厳縫合部を組織標本

溌 望 実験 且; 酢mP縫合郡において指Iul:筋併催鞘を分子爵 且か以 漫∴非透過透析膜で宗家

換する実験方法 ぐ縫合部署機被覆)也

;】:･l八:～-人LIT~__:A.:Lr:撞頼'.:I.叫工

⑧肝耕運)をそれが 野mSの饗紬こ出てくる部鮫で切離 争縫合.

リ甘 ｢往昔;.

しー:結 十畑?潮凧 .
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図 3 実験 豊の結果

挽:術後5濁す透析膜 (D)U〕表層には滑膜類似組織 (鋸 が形成されており

透析膜を通過する組繊侵Åなし屯

鮎;級で示した胆の縫合部組場所恩領援好な縫合部 (先賢≡旧 感奮を認めた.

e芸術後転遇の脱灰縦鰯標本B縫合郡 (朱印)軍側の癒着は｡透析膜で防止
されていたが争非被覆部である指節骨侭陣 癒着は高度中

退:術後W週 (ギプス除去趨遇う由
Ff)1-菅仙人軒 '1根損透千早膜 (T11､ト.

紅作って観察すると,良好な縫合部藤倉が認められた

6週間のギプス園産後をこ被換指の鮭縫合部と指節骨の

関係をみるため,中手骨遠位 招 レベルで切断し,脱

既駐機標本を作製した匂標本を検索すると,透析膜で被

圏されていた 野W 縫合部掌側闘 豊潤閉観梅と翻癒藩

を認めなかったが,手術操作を加えなかった指節骨酢 こ

ぼ縫合厳辺縁が識別できない俊昭強い癒者が認められた

(図 :11･1.

覇週間のギプス固定棲,確週間外固定を除去しておい

た結酎 侶:脱｢太東切漂-締vf/i:H.観察する上 ド1叩 掌

側大柳 -1透析膜小片が認め吊 l上 し図 .'卜dl･･:I-畑 LL･

転勤運動を繰返すことにより,透析膜の破損が生じたた

めと考えられたさ

C. 実験 ･1.透析チューブによる t･lI)P縫合郡全周

闇函巴四㍍

方法砂鬼慧から 鶴 まで殿鰹鞘を指節骨より縫いしろ

を域十ト㌣て切除TLII.IJ.沃し､こ-:1.i)t<巨二言.し:∴IlLT､＼･in-

(,tllurnを.F鮎鞘町二椋上し仁 ∴_汁.:.明断 ･縫合L十

il'川一統[上汁二し'1/lT,間鞍将卒Hj碓 i:･}二二十土二土もに.ド川1

-の分節血行を遮断することになった舟実験 且と閲榛をこ

して作った透析膜で縫合部の堂周を被覆Lた後,膜同志

の重ね合わせを8-秒ナイロン糸をこて連続縫合して新た

をこチュ--プを作った&このチュ---プ殿両端を残した腔鞘

と8㌔-0-1~lrl,:糸(:~て結節縫合し∵:-:i甘Li]した ､ー図 1､1.

ギプスをこよる外固定を実験 畳と同様をこ著者った書

結果.術後･l遇Lll十 丁~Tl閲正極.統合した ド川-を

ぼ,極性をもった謬原線維の配列はみられなかったが縫

魯部の掌側素面闘 怠,eP豆もemom由来と思われる細胞の

層状配列が.jJ､,17.癒合ハ進行か認轟一木 た し図 ;]1-al.
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gii圏圏

鼠掘実験望;酢前石酬嫁鞘矧株後露出されたmM)縫合部の食用を透析チュ-プで披
職する実験方法か
L!:1＼し汁.＼巨県rパ＼畑11∴

こげ[)lL1号~∴■､＼川'.両日王11L･煩い.ト∴章)∴
･】卜川､し照T≡･再合.

b;野まう貰う縫合部全周を透析チ∴L-ブで被覆召

･蔓等Vを含めた縫合部磯野磯実織との関榛をみるため,中手骨

中東部で切断L,た脱灰観織標本を検索L紅 鮭髄腔の壊

死はなく.縫合部癒合は進指し胃透析チ1/-ブにより縫

合部と才芸笥弼組織の癒着は防止されていることが認められ

た｡ 一方,bチ --相)遠位辱近位のr雛滋部では,腔表面

と周囲観織との駆匿限局性の癒着が存在し.チ:i---ブを

塞いでいた,しかし この癒着程度は,実験仁ごみられ

た鷹縫合部と指節骨閲のそれより獲〕ずつと軽度であ畑

縫合艇の潜動性を妨げるほどではないと考えられた(園

5-払う6縮後転遇経過したFmP縫合部の組織標本を検

索ずると,極性をもった謬転宅線維の配列がみFJわ,癒合

･.TL､7十十･言㌦′∴十~上､園r1--1.･:,

実験翌が二磯3:梁に関する小考察.

て†周囲組織との癒着によを用㌔ずる血行絡転透析プェ--
'∴-Ir守一･三TJ:Lこ:i∵'∴き.亙 ∴1/1)i-柄.㍗;≡:L.㍉(.こ

拍路としては苧W損Pの腔軸離すだけが残されて,離Yll

を狛｢る縫合部J-a)栄養供給は極めて悪か-濃と考えら

れる孝 藩や組織液拡散によるFDP縫合部-潤栄養

供給に関して転,透析三㌢--ヱ-プの両端が廃疾擬も織紅より

塞がれていたため,制限されていたと考え軽.凍るきこれ

ら)の悪条件にもかかわ£十ギ†窯験iより頂週間遅れてサ

擬縫合部の癒合をみた.この原因は,透析チ3ー-プを譲

過L,た組織液の拡散が縫合部癒合に必要な栄養を供給し,

癒合を吋能にL〟たと考えられる.この組織液拡散も,指
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関節はギプスで固定され警その運動SIこ伴う組織液拡散に

二十トT､F-1川tl川1い砧,i.t∴二十 n二:i'.∴こ~∴:∴ -仁:!､

闘ま行なわれなかった満貫絶後がある｡それでも縫禽部癒

合は認められたっ

再建実験_

方法8指屈筋鮭鷹鞘を温存し,その中をこ透析チュ-ブ

被覆腔を移練した群を鮭鞘温存野上および勝率緒を全壊

除した練に静聴L,た粛軍を澱締切緑野)の望群について9

療養防止効果および鰹縫盈部癒合状態を検討した8

第衡方法魚被険路をこ掌側綻切開を加え,指屈筋厳鰹関

都叫と昔才量湖溝の鹿榛筋起始部を露出Lた宇鋸 七で厳締温
存群をこおいてぼ,中節骨中東部で鷹糖に横切開を飢えて,

ここから)F貰うPを擬鞘5m{こ引き出L,その末節骨附藩

を切断邑ノ乍肝mSの弼濱部も登3断Lた行引き続いて両膝

を指屈筋鮭渡鞘の近位端より近位部の掌部に引き出し宇

野mSは遠位に牽引して掌部の近位レベルで切離しきそ

の断端が手駁管内に退縮するようをこLた外次いで_摘記の

ように矧染した肝m㌘を,肝互譲Sまたはそれが纏過ぎる

場合∴十トと甘粕杷･し1'い UJて鉦圧頼粧･廿)ト /ナ守紺こ

し.巧打{-:-'.･'_.輿等上 .蔦郵相柚∴再建上.JI_,∴/､

移植馳2日も･∴:-L軸Hlけuml川it､:lilrl'htド=･高 什製･･'1

図5実験盟の結果
a:術後遭遇のFD㌘縫合部を朱印)守
饗測表層に押立もemOm由来と思わ
れる寒弼胞の層状配夕棋粧 縫合部
中心の摩原線維配列には極性なL血
b…術後5遇の脱灰統監消燈本号中央矢

着防藍効果およびチエ-ブ両端部
(両端架だ旧に認めた服局輔の癒着
C三桁後転遇.縫合郡(矢印)申心郡
に頭)認が)らわた極性を転-3た牒原
線維鍔だ期中絶食部癒合完成申

毎 ImTll.隼h/().州IJT.:~日日Tll士..;二∴＼､､.1上空刷卜輝

風体的方法としてぼサ採取した遊離鮭の被瀞に用いる適

当な太さでしかも縫禽部も被覆できる充分な長さ鵜透析

チ:i-プ内をこ声遊離毅をガイドを履いて挿ALtJd胡これ

を結節縫合しサ移植厳近梗端は銅滑 の断端と変覚縫

合Lたq最後をこ中節骨中敷部の厳絡横切部を縫合開銀L

たく隣窺う｡術後上腕かLl-,指基部までをギプスで園淫LJ

-.i-_.

厳鞘切除群においてはず歴鞘切除を雄粧､移植厳を鮭締

和こ挿入する操作が不要であ-つプ烏､i外は,鮭緒温存群と
匪it~'辛 .lj.

両群とも術襖爵遇で透析チ:1-プの除去を縛なっ紅

術後8遇で透酢チRユ-J磯嘉を行な-雄二馳 せ透析チ:3/--

プ被覆遊離厳格鰭による指屈筋擬啓経法を臨床応履する

ことを考えると,いかに異物反応が少ないと言ってもき

透析チェq-ブぼ壁掛こと-｡て異物であり予かつその破損

があると考えられた☆そこで窯観望で透析チ｡.--プ被腐

厳縫合部の癒合が術後6遇でみられたことをふまえ予鮪
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図録繍 議場 折チ皿-ブ醗 遊離勝- による紺野再建実験綱 目榊 締 凱a;鋼 磯部中東で勝鞘を横取
⑨FDP附番郵切断や
③mBSおよび血涙um蜘断血
EJサM∴首JumhT主軸旦musだ且e
b:裾 野 を蟻桟筋起始郡の遠稜で切除,
⑥F鵬 を遠勧こ牽引しサ切除｡

Cニ透析 エ-欄 優勝を鮮鞘- 酢律 で翻 し争掃A,
出 離 部を- 移髄腰全駅 透析チ-a-ブで被覆書
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図7√ii:賦3tll結里

BL:胆筆削温存欝術後5滋凱透析チwTR-プぐチ皿-プ端矢印)の破損なし辛
勝壊死なし銀
鮎:駆鞘温存欝術後8遇(ギプス除去後翌週)也
透析チぷ:プ除去直後の指関節厨弓鋸濃良好G
c;鮎の脱灰纏い緋梗塞中綿禽部癒着なし%
移植鍵生存状態および鰻禽郡癒合良好由
d;僻鞘除去群術後8鳳 癒着は防止され噂縫禽郡癒合良好*

緩6週間殿ギプス固定を行ない,その望遇後のギプス閣

意中の指関節拘縮がとれる時期にチュ-プを陵嘉一斬るこ

ととした.

結殿.鰹鞠温存欝の術後5遇で鷹狩を切開し予終極腔

全長を観察するとき透析チ-ヱ-プの破損o内部-の組織

週で掌をこ小切開を加えて移植厳近位縫合部を霞出し,級

合部を撃-｡ていたチュ-ブに割を加えて近位に牽引したも

ずると亨わずかな牽引力で予透析チ､ユ--プぼ割を加えた

部分から裂けて--枚の膜となりや摘出でき溌こ.引き続い

て移植厳を近位をこ牽引すると指関節の良好な屈曲を認め

た･個 7-･ll∴丁~_t:1指を申~r二骨遠位1.'Lで切断し.脱[木

観繊標本をこして検索するとき移植厳と周囲組織の厳粛は

なくタ移植鮭の壊死は認められず夢縫合郡癒合は頗好で

厳鞠除去群の術後8遇で碍透析チ3:-プ除去直後をこ,

中手骨遠位漫/i議で切断した脱灰組織標本を検索した.

移植鰹をこ労働Sが済いられたため細いけれど苧移植厳と

周囲猟織の癒着および擬の壊死はなく9良好な縫合部藤
倉を認めた(園冒-戚).

Il二.実験1.遠位.近位の縫合郡は被覆せ･ず,その

中間を透析チ･.1-万で被覆した遊離腰移植によるドⅠ)1'



丁トl

再建実験.

子吉上皿珊1日･混(.[-工 [/川'卜∴､1/いL<こ11ミ畑f昌斗:

験詔と同様の方法で行なった 洗いですあらかじめ鰹よ

･1-一卜至畑∴r･1汗1-′.---,~鮎r伸｣i､ト◆~トト..i-7/t)ゝ ~き∴･

ぼmJ葱たぼfil昔風 を厳鞘内に誘導した-移植鰹遠位

愛覚縫合Lた 縫合部は透析予‡--ブ外に置き†遠軽砂

近棒滅竪魯部の中間を予で-〆て被覆した9線檎厳げ)遠校車

道位縫合郡を被顧号ルない以外は全て登験詔と閲を唱方法で

純な-}た

この繋験をrJな-｡た根拠か

教燭を被覆せると,縮退週間その癒合が遅れ洗ニ℡透析ブコ

ブ被覆法の臨床私真書∃を考えると,縫合部癒合遅鑑はでき

i'∴言町†∵∴∴JT/･∴[':;. ･{:.L叛.高 一11:･･. L:.

･∴一.車十一~-p圧差圭㍉■∴ 畑甘酢十l刃∵T:'十卜守

鷹が可能であり｡この部をチ1--ーアで被覆することば必

ずLも必饗でないと考えだ凍結 をこて凡亨縫合部融合遅

鮭をおこさないために声移植厳の近位縫魯部のみならず

遠醍縫合部も透析チ3_-プ外をこ置き字練ト音,近位縫舎部

を周囲鮫織から㈲J離し チュ---プを除去すれば その班P

関節部分から)近位には全く癒着のない移植願を得ること

ができ軍産や)をIこ日勤運転を開始することと相まって,良

好な衝練成濃紺等〃ど>れるであろうと考えられた書この考

えに基づいて楽観鳩を行なった乍

結凝書術後毎週で実験3と同様をこ饗に加えた小切開劇

か転 移檎粟近位縫合部を潤開観織から劉鷹Lた後字透

析矛二LMプの除嘉を行な-)たかチ1--ブは,その遠後流

が療酪締ル織に準き込まれていなくて芦容易に除去できたq

次いで厳鞘を切開すると,藤根鍍殿透析チコ-アド被履部

にはァ壊死を認めず癒着転晶だ㌦藩1㌢†正常の光沢が認め

だ凍結 透析チュ--プ周雛匿は欧かく薄い療疾緋N級(潤

膜類似組織)を認めた.遠枚帝近位縫魯部は周期観織と

癒粛していたがサ容易に激暑j離できる程度の癒着であ-｡た

図十,

I:.実妹,-)追加宜騒∴長期間撒野内に置かれた透

親告実験機の結果
d(遠掠縫合部)およびp(近位縫合郡)の癒合は良好虫
ただし矧珂組織との癒着あり世も(透析チェ-プ被覆郎う
チュ-ブに接しその外側をこ滑膜類似組織の形成をみる.iii誓3囲癒着なし
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図9実験5(追加遷実験)…透析チュ-ブ被覆狸の貨違期隼存状態

a三太網(○:大網の脂肪組織)にとり込まれていた透析チュ-プ被覆堪P
b:員中の枠部分拡大中×印透析チュ-ブ胆細抱は sum立野eL官酵線維状態良好申

折チ･二1-ブ被覆腔の栄養状態に関する実験.

㌧F沃.長･ゝこ結(1)L11ト'~~､ド川'し1､十∴~弓･雫賢い ･卜r~~車

いた透析チッヱ-ブに挿入し チエ-ブ両端を祈り登宮詣た

うえで,絹糸で二重結穀したやこれをサルの腹腔内をこ挿
i､?㍗.

この窯駿を追加した駁拠,

本好㌢兜は,指屈筋腔手術後の癒着防止をチ術後早期運

動療法ではなくタ一定期間外固定を行なっても可能な方

法で追及することである¶実験翌で示されたように,鍵

縫合部を被穫したチ1-ブの両端は廃疾綴級で塞がれる

延したやそこで姦期間透析チュ----プ内根露かれやしかも

固定された状態でヲ被鷺厳は壊死に陥いるか否かを検索

するために,追加実験を行なった,

結果d6カ月間腹腔内に置かれた透析チ:i-ブ被覆膿

は太粥にとり込まれていた｡これを禰出し 凝乳繊標本に

作-〟1て観察すると,艇の壊死はなく,成熟結合綴織が保

たれているのが認め臣)れノた(閑鋸,

11',臨床例の検討

最上の窯験結果よりき窯験嶺が指屈筋鮭再建法として

---｡蕃実際的であると考えられた.そこで,以下をこ述べる

望例に実験櫓の結果を臆済してみた8

症例頂.盟5才男性V右中指中節中東でのyD㌘断裂

5ブ招弓の陳雷門例.これをこ対し以Fの実験射こ準じた手術
･}パ∴-:i.

掌側ジグザグ切開で凝鞘を展開L,癖痘化していた

A4匹lleyを切除した.FrB㌘遠位端を摘㌘関節上に,

近位端をA3Puヨま町内をこ認めたが,端ノヤ縫合を行なう

合した争再度3週間のギプス固定を行ない,それを除嘉

した襖は綴好な扮貫P関節可動域蛸呆たれ予新たな癒着

発生が起こL:詔i:か〝､たことが認めだ凍た｡預手断線望り遇

で,芋作業中急にⅢP関節屈曲が不稚となり,移植擬

断裂が疑われた.愚老が芋鮪を麻望L′なかったためサ厳

断裂の確認はできなかった中

薮滞日望†5鴇才男挽p左小指F五つY}断割,mP関節脱

出骨折W,および擁側固着指神経断裂に対して膝緩解を行

ないでその禎カJ頚襖に節約Pをこ対し勝則軒桁を施行し

.I,1畑や(日日巨､ぎ十畑射た㌦頼呈再~!∴t/川IL̀凍て:I,:Li-:LL主

には緊張がかかりすぎた.鮭断端およびその周囲に形成

されていた療痕綴繊Uu)切除サおよびA鳩の鰐妥姪が必要

とされたことより9審法を応用した.FmPは叡橡筋起

始部の約讃em遠位で切除L,実験とは異なり肝mSは

残しておいた.閣側の段掌筋厳を約及Oem採取し,逮

目ト_･-･r:＼い.1;i'J頼=∴伸･i∴:i-凶tO-il∴ '∴･

遠ト㌦宣/～･I:描-し､t出'こ_結弟折合上∴座.i)Tfl閃酎こ､

ルまでは移植願を透析チュ--プで凝滞Lた(囲息専虹鮎)チ

切除LたWm貰"さを単離崩した-片をj齢､て,指背では

陣筋鮭膜伊)表層9軍側では透析チ2--プの表層に移植L,

骨膜と縫合L,てA/iの再建を唇な【-,た(踊盈紡-醍う.次い

で隣接する環指とほをぎ同程度に中指に緊張をかけて,移

植厳近位端を肝貰_BP断端をこ交覚縫合しき縫合部の遠位

部までを透析チ1/-プで被覆Lた,3週間のギプス固定

凍翌週で,騨繁藤軒下に掌に加えた小切開鮒から,移植

腔近位縫合郡の剥離およびそれに引き続いてチ:1-ブの

枠工1:i'l∴二･.1}･l凶101卜 的･tF.1)‖'亨畑n､､守巨仁:

屈曲をみたが亨移植擬遠位縫合部が白敷屈曲の際に離断

Lた,ただち軋 移植厳遠位端を末節骨をこ〝引き若里jBL,縫
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飯豊額遊離移植際を透析チ-A-ブで被濁した臨床例
こl:＼い.1;iL猫1右封十,■7-イ再∴挿/し:_:17:;-_
llLtt打捌姥.
t):｣弓照軍師｣∴伸･･＼∴ 遠位端日射十
縫合部はチェ-プで奴濁せず計

(1:こi週[~汀巨~斗ブ~雄鳥:座コ乱 E諭帖冊I,L卜∴菅言_加･:1た
か切開別より労移植駿近位鰻哲郎の剥離およびチープ
の除去を行-〕た中
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じき同日手酌を行なったBymSを残しき症例豆と同様

･t､＼テ∴十二1/川一㌔_､､､jtH針子十'パl∴∴I.1pLいな:‖･1日-1浩I､

ギプス固定を行なった.以後理学療法を開始した.術後

2年の現在やこ翻例では条件が悪い割をこはきmP関節

関節可動域が･-甑沿/75と悪かった理由はymSを残した

考えられ9これを切除すべきであったと考えられた乍

1'.考 察

-本法による癒着絡ま1-二法と機の癒着防藍法との比較検

討一--

今までのべた実験結果より9指屈筋鷹手術時に,鮭養逢

倉部を含めて--窪範鞘で歴を透析チュ--ブで被覆し 外

書都濃を行なうことが,屈筋巌騒擾および再建の汗琢ぶれの

場合にも予癒着防止法としてなり立つことがわかつたを

ここで菅今夏で臨床的あるいは実験的に研究されてき

た癒着防比方法と本法を比較検討すか

.し 術洩早期運動療法との比較.

いわゆるK摘豆me醜法といわれる亨摘属凝擬醒鞘内修

復直後より愚指をゴムバンドの牽引力で機動屈曲させ予

指関節憧展は巨護動運動で行なわせることで-厳縫合部に

離断力を働かせることなくこれを移動させず癒着を防雲量こ

する方法が開発された,この方法をこより平指屈筋鮭厳鞘

内鯵緩解の鮪後成績は飛躍的に賢司上したkLか嘗…Jこの方

浸き,あるいは扮ur挽mが提唱Lだ他動運動療法はいずれ

も患者の理解と協力を必要とする.このた森畑小児およ

び二担翠解力伊)乏しい愚者を′こぼ,掛濁れない無感がある.こ

れに比べ透析チュ--プ被覆法では7術後はギブ射ご…よる

外閣窪を行なうのでタ患者の協力を慮らずL/も必祭とせ

ずァ術後早期運動療法よVjも広等)､遜鰐当をもつと考え言ニ)れ

てこ,.

li.薬物投与による強請防止法との比較.

Ll,日日/,ill/..1上T.∴上:Ll1.､-~･三十 十畔組ギ頼里:i-fJト4こ.

＼＼'7-mn.1く.＼.∴し■二､:､･L･十 を､ト町i十号昌'∴ l･'Hlrこ1,

ト＼し証 ∴:/I.i(症h坤･'-川けいIinい∴1.;1㌦Iil).VT.iti.yt.

全身授与8)亨木村他による辻アルロソ酸鮭周囲投目敏9)

lttllitllく､＼Ll∴'_二二二㌦t叩けLIi､州し'､十項･p-打-1も1.･1､西

等が報告されている｡しかし薬剤の扇腔用が強すぎたり,

癒痕による癒着形成抑制とともをこ鰹縫合都の騒擾も抑制
される等の問髄があ毒3号臨床_屠二の審周性が確立されるに
言宮 ∴し､∵∴ ･Ij.1T~鮒巨 ･--守{i覆工;∵.il..副隼

用は認められない瀬

(1.従来試みられた膜被覆による癒着防止法との比

較_

鰹縫禽部を生体膜または人工合成膜で包むことをこより苧

癒着を防止こしょうとする研究も多数報瞥されている,こ

:㍗./~~~畑1-~巨1∵車両畑'三丁:､thHli"･1.ulthl州l､Ihll

1品(､i--㌦ 巨 ∵㌧十出しil./､仙･(､高.tphttl'it吊hit.=1rll…1

髄相mei7)等は,3㌧工合成陳を用いての癒着絡ま仁方法をこ関
~1∵′吊芦いて三∵∴｢･丁､,･十if∵蛸l;∵仁一∴uilll=両LL'.lJ.

∴11血'.:i＼･こtかt(.1日十､.i.侶∴言･言一三凋ffl,帖冊車上丁∴∴

癒着防止法i9)を報告Lているやしかし,いずれの方法

も現在までのところ,広く臨床私用される闘志到ってい

ないすその一番大きな原因は予審硬膜の壊死や縫合部の

癒合遅延がみられたことであるq透析チ:IMプ被覆法で
は,これは回避きれたと考えられるヤ

]I.不良条件下の滝尾箭限丙辞方法として臨床応用

されている二期的屈筋挺再建術111･0.<tilL,ぐfltへ川.
l(1日(IM1r…Ht鋤･uL･liI川lT-ト1と.透析チ-:I･･,--j被竃

遊離脚移植法との比較.

盟期的再建術では,人工厳埋武の第Mv司手術からその

賢∃約である偽性厳鞠が形成されるまで謁-嶺ヶ月を牽しき

その後遊離鷹移植が行われるためサ治療終了まで数カ′声葺

を牽する.また指関節の屈曲拘縮および肥太厳鞘をこよる

路関節屈曲制限等の合併症があげられているやこれをこ対

し,透析チ:i--ブ被覆遊離厳移植法では,-層の手術で

厳格鰭と偽性厳翰形成を行なうことが可能であり軍治療

期間を短縮し.うるd

Ill..本法の臨床応用に関する考察.

泰法を応頗した臨床例は慧例をこすぎない苧畢聯運動療

法およびは望期的属筋腫再建術は繋際着用な方法と思わ

れる.しかし宇症例の象件をこよっては本研究に姦づく癒

着防止方法も考潰されてよいと考えihIフれる書

1't.ま と め

Aや隼までに臨床応頗されている術後早期運動療法

および慧期的屈筋腋再建術は実際上夕着用な方法であるも

しかL軍隊後塵の丙断裂や指関節拘縮等の問題点もある8

そこで宇透析チュ--プを用い,かつ外固定を行な-3ても

癒着を防止できる方法を追求した,
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で被覆した実験で軍チi--ブの両端部は完全をこぼ閉塞さ

れてはいないが9線痕綾織で僚われ,半jぎ綱を僚魚椎下よ

りも且週間遅れて縫合部が癒合することが寮T)かった.

ed窯験結果とわずか望例であるが臨床例の検討よ

り,透翫サ 三一-･アナ鮭%-遊離鮭移檎時にその縫合部は披襟

鷹遮絃縫合部U欄l離およびチ]/-ブぴ)除去を行なう方法

稿を終えるにあfr"畑 御指導いただいた恩師間髪を

達也教授を､〆_深謝いたします.

盗た御節覚に御協力をいただいた錦織断 -,赤沢

秀善予t富雄潤雄や鉦よび斎藤誓茂の文部技官諸兄に

感謝いたLますキ
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